
◎ 第２回防犯ボランティア・リーダー連絡協議会

１ 日時：７月３０日（木）１０：００～１１：００

２ 場所：さいたま市役所 地下１階 第２会議室

３ 情報交換

＜学校安全ネットワーク推進の取組事例について＞

・「子どもひなん所１１０番の家」の周知方法について

報告がありました。

・各校における取組事例について紹介がありました。

（子どもの見守り活動に関する自治会間の連携、ボ

ランティアの皆様を体育館に招待しての小学１年

生による合唱・ダンスの披露、警察ＯＢの連絡会

議への出席など）

◎親子向け防犯教室～自分の身を守るために～

子どもが自分自身の身を守るための技能を身に付ける

とともに、親子で防犯意識を高めることを目的に、岩槻区

防犯連絡協議会では平成24年度より親子防犯教室を実

施しています。今年度は、新和小学校・徳力小学校で親

子防犯教室が開催されました。

講師： ＮＰＯ法人 日本子どもの安全教育総合研究所

代表 宮田 美恵子氏

＜実施内容＞

導入部分で紙芝居を行い、その後パーソナルスペー

ス（両手を広げた範囲）と対人距離の確認を行うために

児童と保護者で「自分のふうせん」を作りました。

また、怖い人に声をかけられた際にランドセルをおい

て逃げる「ノーランドセル」の取組等を実践し、犯罪に巻

き込まれそうになった場合の対処方法を参加した児童・

保護者が学びました。

【「自分のふうせん」を作っている様子】
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【「ノーランドセル」の実践風景】

怖い人に声をかけられた

ら（左図）、ランドセルをお

いて逃げます。（下図）

◎宮前小学校の防犯ボランティア連絡会議

１０月８日（木）に宮前小学校において、防犯ボラン
ティア連絡協議会が開催されました。

学校より、西区全域や宮前

小学校の不審者対応状況に

ついて報告を行うとともに、

地域の皆様に日ごろの活動

協力への感謝の言葉を伝え

ました。

大宮西警察署の生活安全課長

より挨拶があり、その中で不審

者対応時には積極的に110番

通報するようお願いがありまし

た。

防犯ボランティア・リーダー富

永さんより、指導講評がありま

した。他校の事例を取り入れ

つつ、宮前小学校に合った子

どもの見守り活動を続けてほ

しいとの話がありました。

「自分のふうせん」
（パーソナルスペースを示す）は
両手を広げた範囲になります。

防犯ワンポイントニュース
～「子ども安全協定」事業者拡大中～
教育委員会では、配達・運送等にかかわる事

業者と、車両への防犯シールの貼付及び不

審者等を目撃した時に、警察及び教育委員会に連絡をいた
だく「子ども安全協定」の締結を進めております。新たに４事
業者（㈱引越社関東、㈱押田謙文堂、㈱モリ商会、㈱佃文

教堂）と締結しました。
今後も締結を進め子どもの
安全確保を図ってまいりま

す。 車体に貼付している「防犯シール」


